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１．令和７年９月期第３四半期の連結業績（令和６年10月１日～令和７年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

７年９月期第３四半期 2,122 △6.9 20 ― 208 ― 205 ―
６年９月期第３四半期 2,281 △1.5 △136 ― 17 △58.9 △21 ―

(注) 包括利益 ７年９月期第３四半期 208百万円( ―％) ６年９月期第３四半期 △6百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

７年９月期第３四半期 40.31 ―

６年９月期第３四半期 △4.21 ―

(注) ６年９月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、ま
た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。７年９月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

７年９月期第３四半期 5,460 4,600 83.9

６年９月期 5,296 4,422 83.2
(参考) 自己資本 ７年９月期第３四半期 4,580百万円 ６年９月期 4,404百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

６年９月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

７年９月期 ― 0.00 ―

７年９月期(予想) 6.00 6.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

配当の状況については、本日（令和７年８月13日）公表しました「通期業績予想及び配当予想の公表に関するお知ら
せ」をご覧ください。

３．令和７年９月期の連結業績予想（令和６年10月１日～令和７年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,700 △7.8 △10 ― 170 ― 220 ― 43.13
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想については、本日（令和７年８月13日）公表しました「通期業績予想及び配当予想の公表に関するお知
らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ７年９月期３Ｑ 5,255,000株 ６年９月期 5,255,000株

② 期末自己株式数 ７年９月期３Ｑ 154,284株 ６年９月期 154,284株

③ 期中平均株式数（四半期累計） ７年９月期３Ｑ 5,100,716株 ６年９月期３Ｑ 5,100,718株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は、今後の経済情勢、市場動向に関わるリスクや不確定要因等様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（令和６年10月１日～令和７年６月30日）におきましては、わが国の景気は米国の通

商政策等による不透明感も見られるものの緩やかに回復してまいりました。但し、物価上昇の継続が個人消費に及

ぼす影響や、米国の政策動向の影響等が、わが国の景気を下押しするリスクとなっております。

情報通信業界におきましては、企業のソフトウエア投資は増加が続いており、情報サービス業及びインターネッ

ト附随サービス業の売上高についても前年同四半期（令和５年10月１日～令和６年６月30日）と比べ増加傾向とな

っております。また、１世帯当たりのインターネットを利用した支出についても増加となりました。このような中、

生成AIを始めとするAI技術の高度化・実用化の進展等、情報通信に関する市場環境の変化は更に加速してまいりま

した。また、位置や移動に関するサービスの領域におきましても、「MaaS（Mobility as a Service）」（サービス

としての移動）や「スマートシティ」の流れが進展してまいりました。加えて、現状では訪日旅行者の増加等を含

め人々の移動需要の回復は続いており、今後の更なる増加にも期待を持てる状況となっております。

当社グループにおきましても、この市場環境の変化に対応した事業展開のための基盤整備に取り組んでおり、

「乗換案内」の各種インターネットサービスは多くの方々に広くご利用いただくに至っております。また、

「MaaS」関連の新たな事業展開に向け、関連分野における研究開発活動や周辺領域への拡大等にも積極的に取り組

んでおります。

このような環境の中で、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は2,122,932千円（前年同四半

期比6.9％減）、営業利益は20,436千円（前年同四半期は136,132千円の損失）、経常利益は208,182千円（前年同四

半期比1,070.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は205,627千円（前年同四半期は21,494千円の損失）と

いう経営成績となりました。

売上高につきましては、ソフトウエア事業セグメントの売上高が増加した一方で、乗換案内事業セグメントの売

上高が大きく減少したこと等により、全体として前年同四半期と比べ減少いたしました。営業損益につきましては、

乗換案内事業セグメント及びハードウエア事業セグメントにおける営業費用の減少等の影響が大きく、前年同四半

期と比べ大幅に改善し、黒字化に至りました。経常利益につきましては、営業損益の改善に加え、助成金収入の増

加等の影響もあり、前年同四半期と比べ10倍超の増加となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純損益に

つきましても、前年同四半期と比べ大幅に改善し、２億円超の黒字となりました。

セグメント別の経営成績の状況は、次のとおりです。

乗換案内事業

乗換案内事業では、広告等の売上高が増加したものの、法人向けの事業における売上高が大きく減少したこと

等により、セグメント全体の売上高は前年同四半期と比べ大きく減少いたしました。一方で、法人向けの事業に

おける売上原価の減少等の影響が大きく、セグメント全体の利益は大きく増加いたしました。

それらの結果、売上高1,792,556千円（前年同四半期比4.4％減）、セグメント利益253,720千円（前年同四半期

比82.3％増）となりました。

マルチメディア事業

マルチメディア事業では、出版関連の売上高が減少したこと等により、セグメント全体の売上高は前年同四半

期と比べ減少いたしました。一方で、費用削減に努めており、セグメント全体の損失は前年同四半期並みにとど

まりました。

それらの結果、売上高1,996千円（前年同四半期比79.2％減）、セグメント損失6,514千円（前年同四半期は

6,439千円の損失）となりました。

ソフトウエア事業

ソフトウエア事業では、案件の受注・納品が順調に推移したこと等により、セグメント全体の売上高は前年同

四半期と比べ増加いたしました。一方で、今後の展開に向けた研究開発費の増加等の影響があり、セグメント全

体の利益は減少し、損失が発生いたしました。

それらの結果、売上高352,810千円（前年同四半期比7.8％増）、セグメント損失12,955千円（前年同四半期は

21,105千円の利益）となりました。
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ハードウエア事業

ハードウエア事業では、前連結会計年度末から株式会社エアーズが連結の範囲から外れた影響等により、セグ

メント全体の売上高は前年同四半期と比べやや減少いたしました。一方で、販売費及び一般管理費を中心に費用

も大きく減少したため、セグメント全体の損益は大幅に改善し、黒字化に至りました。

それらの結果、売上高111,669千円（前年同四半期比13.0％減）、セグメント利益9,162千円（前年同四半期は

62,328千円の損失）となりました。

その他

その他セグメントでは、前年同四半期と比べ、全体として大きな変動はありませんでした。

それらの結果、売上高8,445千円（前年同四半期比7.9％増）、セグメント損失598千円（前年同四半期は1,673

千円の損失）となりました。

なお、上記のセグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を相殺しておりません。また、セグメント利

益又は損失は、四半期連結損益計算書における営業損益をベースとしておりますが、各セグメントに配分していな

い全社費用及びセグメント間の内部取引費用の控除前の数値であり、合計は連結営業損益と一致しておりません。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末（令和６年９月末）と比較しますと、資産

は164,480千円増の5,460,934千円、負債は13,137千円減の860,529千円、純資産は177,617千円増の4,600,404千円と

なりました。

資産

資産は、流動資産につきましては、202,991千円増の3,979,696千円となりました。これは、その他が27,804千

円減の171,326千円となった一方で、現金及び預金が213,690千円増の3,190,941千円、売掛金及び契約資産が

15,805千円増の566,148千円となったこと等によるものです。その他の減少は、前払費用や未収法人税等の減少等

によるものです。現金及び預金の増加は、四半期純利益の発生等によるものです。売掛金及び契約資産の増加は、

当第３四半期連結会計期間の売上高が、（前連結会計年度末から連結の範囲から外れた株式会社エアーズの売上

高を除いた）前連結会計年度の第４四半期連結会計期間の売上高と比べ増加したこと等によるものです。

固定資産につきましては、38,510千円減の1,481,237千円となりました。これは、有形固定資産が43,517千円減

の769,875千円、無形固定資産が448千円増の98,319千円、投資その他の資産が4,558千円増の613,042千円となっ

たことによるものです。有形固定資産は、償却等による減少が進み、全体として減少いたしました。無形固定資

産は、取得による増加と償却による減少が同程度となり、全体としては大きな金額の変動はありませんでした。

投資その他の資産は、その他に含まれる長期前払費用の減少等の一方で、繰延税金資産の増加等があり、若干の

増加となりました。

負債

負債は、流動負債につきましては、7,939千円増の857,581千円となりました。これは、前連結会計年度末にあ

った1年内返済予定の長期借入金10,012千円が無くなり、賞与引当金が12,560千円減の21,784千円となった一方

で、未払法人税等が28,836千円増の44,292千円、未払消費税等が17,148千円増の25,591千円となったこと等によ

るものです。1年内返済予定の長期借入金の減少は、長期借入金の繰上げ返済によるものです。賞与引当金の減少

は、賞与の支払等によるものです。未払法人税等の増加は、税金等調整前四半期純利益の増加等によるもので

す。未払消費税等の増加は、営業費用の減少等によるものです。

固定負債につきましては、21,076千円減の2,948千円となりました。これは、その他に含まれる繰延税金負債の

減少によるものです。
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純資産

純資産は、株主資本につきましては、175,022千円増の4,524,657千円となりました。これは、利益剰余金が

175,022千円増の3,984,962千円となったことによるものです。利益剰余金の増加は、親会社株主に帰属する四半

期純利益が剰余金の配当を上回ったことによるものです。

その他の包括利益累計額につきましては、1,625千円増の56,327千円となりました。

非支配株主持分につきましては、969千円増の19,419千円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績を踏まえ、令和７年９月期通期（令和６年10月１日～令和７年９月30日）の業績予想を公表いたしま

した。詳細につきましては、本日（令和７年８月13日）公表いたしました「通期業績予想及び配当予想の公表に関

するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和６年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(令和７年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,977,251 3,190,941

売掛金及び契約資産 550,342 566,148

商品及び製品 3,323 729

仕掛品 150 -

原材料及び貯蔵品 40 40

前渡金 76,088 83,739

その他 199,131 171,326

貸倒引当金 △29,623 △33,228

流動資産合計 3,776,704 3,979,696

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 269,466 257,717

機械装置及び運搬具（純額） 4,844 4,521

工具、器具及び備品（純額） 123,716 92,271

土地 415,365 415,365

有形固定資産合計 813,392 769,875

無形固定資産

ソフトウエア 96,343 96,791

その他 1,528 1,528

無形固定資産合計 97,871 98,319

投資その他の資産

投資有価証券 402,261 410,877

敷金及び保証金 155,236 146,693

長期貸付金 2,230 1,808

繰延税金資産 5,634 28,944

その他 47,357 28,954

貸倒引当金 △4,235 △4,235

投資その他の資産合計 608,484 613,042

固定資産合計 1,519,748 1,481,237

資産合計 5,296,453 5,460,934
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和６年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(令和７年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 250,164 253,642

1年内返済予定の長期借入金 10,012 -

未払費用 46,114 38,240

未払法人税等 15,456 44,292

未払消費税等 8,442 25,591

契約負債 441,423 437,843

賞与引当金 34,345 21,784

役員賞与引当金 2,715 1,125

受注損失引当金 259 616

その他 40,708 34,444

流動負債合計 849,642 857,581

固定負債

その他 24,024 2,948

固定負債合計 24,024 2,948

負債合計 873,667 860,529

純資産の部

株主資本

資本金 277,375 277,375

資本剰余金 383,857 383,857

利益剰余金 3,809,939 3,984,962

自己株式 △121,537 △121,537

株主資本合計 4,349,635 4,524,657

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 54,701 56,327

その他の包括利益累計額合計 54,701 56,327

非支配株主持分 18,449 19,419

純資産合計 4,422,786 4,600,404

負債純資産合計 5,296,453 5,460,934



ジョルダン株式会社(3710) 令和７年９月期 第３四半期決算短信

― 7 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 令和５年10月１日
至 令和６年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和６年10月１日
至 令和７年６月30日)

売上高 2,281,194 2,122,932

売上原価 1,356,185 1,182,006

売上総利益 925,009 940,925

販売費及び一般管理費 1,061,141 920,489

営業利益又は営業損失（△） △136,132 20,436

営業外収益

受取利息 9,491 12,487

受取配当金 1,479 1,759

持分法による投資利益 - 24

受取事務手数料 245 490

助成金収入 57,983 130,923

為替差益 84,642 40,018

受取家賃 6,897 8,057

雑収入 3,553 1,068

営業外収益合計 164,292 194,829

営業外費用

支払利息 2,930 19

持分法による投資損失 1,477 -

投資事業組合運用損 737 708

貸倒引当金繰入額 27 -

賃貸収入原価 5,194 6,355

雑損失 5 0

営業外費用合計 10,372 7,083

経常利益 17,788 208,182

特別利益

固定資産売却益 582 -

特別利益合計 582 -

特別損失

固定資産除却損 0 160

減損損失 1,625 -

関連会社株式評価損 4,883 -

投資有価証券評価損 1,859 820

特別損失合計 8,368 981

税金等調整前四半期純利益 10,001 207,201

法人税等合計 31,514 539

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,512 206,662

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△17 1,035

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△21,494 205,627
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 令和５年10月１日
至 令和６年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和６年10月１日
至 令和７年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,512 206,662

その他の包括利益

為替換算調整勘定 15,386 1,559

その他の包括利益合計 15,386 1,559

四半期包括利益 △6,126 208,222

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △6,306 207,252

非支配株主に係る四半期包括利益 180 969
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号 令和４年10月28日。以下「令和４年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、令和４年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第28号

令和４年10月28日。以下「令和４年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、令和４年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財

務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 令和５年10月１日 至 令和６年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)１

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
乗換案内

事業

マルチ

メディア事業

ソフト

ウエア事業

ハード

ウエア事業
計

売上高

外部顧客への売

上高
1,874,862 9,613 260,552 128,340 2,273,368 7,826 ― 2,281,194

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

― ― 66,876 ― 66,876 ― △66,876 ―

計 1,874,862 9,613 327,429 128,340 2,340,245 7,826 △66,876 2,281,194

セグメント利益又

は損失(△)
139,184 △6,439 21,105 △62,328 91,522 △1,673 △225,981 △136,132

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連機器リース業等を含んで

おります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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当第３四半期連結累計期間(自 令和６年10月１日 至 令和７年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)１

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
乗換案内

事業

マルチ

メディア事業

ソフト

ウエア事業

ハード

ウエア事業
計

売上高

外部顧客への売

上高
1,751,543 1,996 249,277 111,669 2,114,486 8,445 ― 2,122,932

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

41,013 ― 103,533 ― 144,546 ― △144,546 ―

計 1,792,556 1,996 352,810 111,669 2,259,033 8,445 △144,546 2,122,932

セグメント利益又

は損失(△)
253,720 △6,514 △12,955 9,162 243,413 △598 △222,378 20,436

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連機器リース業等を含んで

おります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 令和５年10月１日
至 令和６年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和６年10月１日
至 令和７年６月30日)

減価償却費 91,974千円 96,087千円


